
 資 料 提 供 

平成２８年１１月１６日 

担  当 

(担当者) 

県立図書館 

（小林） 

電  話 0857－26－8155 
 

Library of the Year 2016ライブラリアンシップ賞受賞報告会の開催について 
 
 鳥取県立図書館と県内図書館ネットワークが、『LoY2016ライブラリアンシップ賞』を受賞しました。

このことについて、下記のとおり受賞報告会を開催します。なお、鳥取県立図書館は2006年の第１回

『Library of the Year』の受賞館であり、今回の受賞は10年ぶりの快挙です。国内の図書館で２度受賞

した例はありません。 

 

記 

 

１ 報告会日時 

  日 時：平成２８年１１月１８日（金）午後５時 

  場 所：鳥取県立図書館（鳥取市尚徳町１０１） 小研修室 

  報告者：鳥取県図書館協会副会長 福本
ふくもと

慎一
しんいち

（鳥取県立図書館長） 

  出席者：県内公共図書館職員 他 

 

２ 受賞テーマ『READ&LEAD 地域の活性化と住民の幸せに貢献する鳥取県立図書館と県内図書館ネットワ

ーク －地域に役に立つ図書館－』 

受賞理由：県内および全国の図書館と密なネットワークを構築し、知のインフラを体現した点を評価。 

推薦詳細：鳥取県立図書館は、ビジネス支援サービスや県内公共図書館・学校図書館との連携ネット

ワークの構築による社会全体の知的基盤整備に努め、「地域の役に立つ図書館」というこ

れからの図書館像を確立し、リードしてきた。これからの図書館のあり方に対する、10年

間にわたる課題提起および貢献を特に評価した。 

 

３ Library of the Year（略称：LoY）とは 

これからの図書館のあり方を示唆するような先進的な活動を行っている機関に対して、NPO法人 知

的資源イニシアティブ(IRI)が毎年授与する賞。2006年より毎年、図書館総合展のフォーラムとして開催。

2006年、第1回の最優秀賞の受賞館は『鳥取県立図書館』。 

 

４ LoY2016ライブラリアンシップ賞とは 

長年にわたって地域住民や図書館員が協同し、さまざまな図書館活動を継続的に行った図書館等を称えるた

め、今年度創設した賞。ここで言うライブラリアンとは、図書館員グループおよび地域住民の総体を示してい

る。長期にわたって日本を代表する優れた図書館サービスを、館種を超えた図書館や地域住民と共に行ってき

たことを評価するもの。 

 

５ ＮＰＯ法人ＩＲＩ知的資源イニシアティブとは 

図書、雑誌、辞典類、データベース、インターネット情報源などの知的情報資源を効果的に収集し、蓄積し、

利用する環境の整備・充実し、これらが効果的に活用される社会を実現すため、個人・団体・機関が交流する

目的で会合や研究会などを開催し、知的情報資源の収集・蓄積・利用に関する研究を行い、それらに関する啓

蒙や提言の公表をホームページやパンフレットの作成・配布などを通じて行うことを目的としている団体。 

 


